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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等
　

回次
第57期
第２四半期
累計期間

第58期
第２四半期
累計期間

第57期
第２四半期
会計期間

第58期
第２四半期
会計期間

第57期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ７月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 7,501,5998,264,5414,402,3934,749,38616,401,999

経常利益 (千円) 120,268 508,632 177,670 358,432 609,332

四半期(当期)純利益 (千円) 59,717 175,627 89,902 161,560 312,763

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 970,400 970,400 970,400

発行済株式総数 (株) ― ― 6,278,4006,278,4006,278,400

純資産額 (千円) ― ― 5,386,3705,617,5995,635,830

総資産額 (千円) ― ― 8,224,4288,671,2069,067,607

１株当たり純資産額 (円) ― ― 892.10 930.41 933.42

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 9.89 29.09 14.89 26.76 51.80

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 25.00

自己資本比率 (％) ― ― 65.5 64.8 62.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 945,994 525,457 ― ― 1,198,134

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △443,585 23,335 ― ― △247,679

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △656,346△456,261 ― ― △427,538

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,050,4532,819,8382,727,308

従業員数 (名) ― ― 1,193 1,205 1,166

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計(会計)期間に係る主要な経営指標等の

推移については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は持分法適用の関係会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりませ

ん。

４　第57期第２四半期累計期間及び第57期の「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第58期第２四半期累計(会計)期間

及び第57期第２四半期会計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

５　従業員数は、就業人員数を記載しております。
　

EDINET提出書類

ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式会社(E04997)

四半期報告書

 2/30



　

２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社及び非連結子会社(１社)が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　　　　　　　　　　　　　平成22年９月30日現在

従　業　員　数　(名) 1,205

(注) 従業員数は、就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社は、開発から運用・管理までの一貫したシステム開発サービス及びシステム製品の販売等を一体と

するシステム開発事業を営んでおり、当社におけるセグメントは、「システム開発」のみの単一セグメント

であります。なお、前年同四半期比については、前年同四半期の全社合計値を基に算定しております。

また、当社においては、開発システム等の納期が、得意先の期末（多くは３月）に集中する傾向が顕著で

あります。このため、売上高等は第４四半期会計期間に偏重する傾向があります。

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

システム開発 4,030,141 +6.3

合計 4,030,141 +6.3

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第２四半期会計期間における受注実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

システム開発 5,409,807 +6.2 6,069,099 △1.9

合計 5,409,807 +6.2 6,069,099 △1.9

(注) １　金額は、販売価格で記載しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

システム開発 4,749,386 +7.9

合計 4,749,386 +7.9

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱エヌ・ティ・ティ・データ 624,562 14.2 995,639 21.0

富士通㈱ 568,309 12.9 635,222 13.4

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日（平成22年11月９日）現在において当社が

判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期会計期間は、政府の経済対策や新興国向け輸出の拡大等により企業業績の一部に改善

の動きが見られるものの、アメリカ・欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念から、為替相場・株式市

場は混乱し、デフレの影響もあいまって、先行き不透明な状態が継続しております。

情報サービス産業を取り巻く環境は、幅広い業種において2010年度のソフトウェア投資計画が昨年

度に比べて回復する方向にあると考えられているものの、外部発注から内製化へのシフト、製品・サー

ビスの価格低下、案件の小型化など、業況は厳しいものとなりました。

このような環境のもと、当社は、総合受注力強化、製造工程の価格競争力強化、新たな市場・事業の創

出に注力し、収益の確保に努めております。

それらの結果、当第２四半期会計期間の業績は、金融分野、法人分野、公共・公益分野がともに堅調に

推移し、売上高は 4,749百万円（前年同期比 7.9％増）となり前年同期を上回りました。また利益面で

は、売上高の増加に伴う稼働率の向上により、売上総利益が前年同期に比べ増加したことや、管理業務

の効率化などコストの低減に取組んだことにより、営業利益は 306百万円（前年同期比 77.0％増）、

経常利益は 358百万円（前年同期比 101.7％増）、四半期純利益は 161百万円（前年同期比 79.7％

増）となりました。

 

EDINET提出書類

ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式会社(E04997)

四半期報告書

 5/30



　

　

(2) 経営成績の分析 

①　売上高

当第２四半期会計期間の売上高は前年同期に比べて 346百万円増加し、4,749百万円(前年同期比

7.9％増)となりました。

　売上高の業種分野別の内訳は次のとおりであります。

金融分野は、金融機関の業務アプリケーションからシステム基盤、ネットワーク関連業務までトー

タルなサービス提供に努めるとともに、クレジット関連向けシステム開発に注力したことで継続し

て業績が堅調に推移したことにより、前年同期比 1.6％増収の 2,973百万円となりました。

法人分野は、受注優先での対応を徹底したことなどにより、業績が堅調に推移したことに加え、受

注拡大に努めた結果、運輸関連向けシステム開発、通信事業向けシステム開発等が増加したことなど

により、前年同期比 10.0％増収の 1,381百万円となりました。

公共・公益分野は、受注拡大に注力してきた官公庁向けシステム開発、公益分野のエネルギー関連

法人向けシステム開発の増加などにより、前年同期比 80.9％増収の 394百万円となりました。

(単位：百万円)

業種分野／期
前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間 前年同期比

増減率金額 構成比 金額 構成比

金　融 2,927 66.5％ 2,973 62.6％ 1.6％

法　人 1,256 28.5％ 1,381 29.1％ 10.0％

公共・公益 217 5.0％ 394 8.3％ 80.9％

合　計 4,402 100.0％ 4,749 100.0％ 7.9％

なお、第１四半期から業種分野別の計数集計区分を変更しており、上記の前年同期比増減率及び前

第２四半期会計期間につきましては、前期の数値を変更後の計数集計区分により算定した数値に基

づき記載しております。

EDINET提出書類

ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式会社(E04997)

四半期報告書

 6/30



　

　

②　売上原価及び販売費及び一般管理費

売上原価は、前年同期と比べて238百万円増加し、4,030百万円（前年同期比 6.3％増）となりまし

た。当第２四半期会計期間は、プロジェクト管理を徹底して生産性の向上に取組んだ結果、生産性が

向上し、売上高に対する比率(売上原価率)が、84.9％と前年同期比 1.3ポイント改善しました。

販売費及び一般管理費は、前年同期と比較して25百万円減少し、412百万円（前年同期比 5.8％

減）となりました。これは、新卒採用人数の抑制による費用の減少、管理職の強化のために昨年度ま

で実施していた研修が終了したことによる費用の減少、及びソフトウェアの減価償却費が減少した

こと等によるものであります。

　

③　営業利益

上記の結果、当第２四半期会計期間の営業利益は、前年同期と比べて133百万円増加し、306百万円

(前年同期比 77.0％増)となりました。

　

④　営業外損益

営業外損益は、前年同期と比べて47百万円増加し、51百万円の利益（前年同期比 1,082.5％増）と

なりました。これは、当四半期会計期間において、雇用調整助成金による助成金収入 49百万円を計上

したことによるものであります。

⑤　経常利益

上記の結果、当第２四半期会計期間の経常利益は、前年同期と比べて180百万円増加し、358百万円

(前年同期比 101.7％増)となりました。

⑥　特別損益

特別損益は、前年同期と比べて４百万円悪化し、11百万円の損失(前年同期６百万円の損失)となり

ました。これは、第１四半期会計期間に評価損を計上した投資有価証券について、当第２四半期会計

期間において実質価額がさらに下落し、評価損11百万円を追加計上したことによります。

⑦　税引前四半期純利益

上記の結果、当第２四半期会計期間の税引前四半期純利益は、前年同期と比べて176百万円増加し、

347百万円(前年同期比 102.9％増)となりました。

⑧　法人税等

税引前四半期純利益に対する法人税等の負担率は 53.5％となりました。

⑨　四半期純利益

上記の結果、当第２四半期会計期間の四半期純利益は、前年同期と比べて71百万円増加し、161百万

円(前年同期比 79.7％増)となりました。また、１株当たり四半期純利益は、前年同期と比べて11.87

円増加し、26.76円となりました。
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(3) 財政状態の分析

①　流動資産

当第２四半期会計期間末の流動資産は7,392百万円となり、第１四半期会計期間末と比べて432百

万円の増加となりました。主な要因は次のとおりです。

　
第１四半期
会計期間末

当第２四半期
会計期間末

増減 要因

現金及び預金 2,573百万円 2,819百万円 246百万円 ※１

売掛金 2,076百万円 2,921百万円 845百万円 ※２

有価証券 599百万円 300百万円 △299百万円 ※３

たな卸資産 1,085百万円 747百万円 △337百万円 ※４

　※１　「（4）キャッシュ・フローの状況」の記載のとおり現金及び現金同等物は減少しましたが、コマー

シャル・ペーパーが償還されたことにより増加となりました。

　※２　当第２四半期の売上高が第１四半期の売上高に比べて増加したことによります。

　※３　コマーシャル・ペーパーの償還によるものであります。

　※４　たな卸資産のうち、仕掛品の期越え案件の減少によるものであります。

②　固定資産

当第２四半期会計期間末の固定資産は1,278百万円となり、第１四半期会計期間末と比べて16百万

円の減少となりました。主な要因は次のとおりです。

　
第１四半期
会計期間末

当第２四半期
会計期間末

増減 要因

投資有価証券 565百万円 539百万円 △26百万円 ※

　※　保有株式の時価下落による減少、及び政策目的で保有する株式のうち実質価額が著しく下落した株式の

減損によるものであります。

③　流動負債

当第２四半期会計期間末の流動負債は2,961百万円となり、第１四半期会計期間末と比べて265百

万円の増加となりました。主な要因は次のとおりです。

　
第１四半期
会計期間末

当第２四半期
会計期間末

増減 要因

未払費用 714百万円 1,186百万円 471百万円 ※１

預り金 231百万円 40百万円 △190百万円 ※２

　※１　賞与の支給対象期間の経過による未払賞与の追加計上等であります。

　※２　賞与支給に伴う源泉所得税の支払によるものであります。

④　純資産

当第２四半期会計期間末の純資産は5,617百万円となり、第１四半期会計期間末と比べ149百万円

の増加となりました。主な要因は次のとおりです。

　
第１四半期
会計期間末

当第２四半期
会計期間末

増減 要因

利益剰余金 3,885百万円 4,047百万円 161百万円 ※１

その他有価証券評価差
額金

△ 15百万円  △ 27百万円 △ 12百万円 ※２

　※１　当第２四半期会計期間末の利益剰余金の増加は、四半期純利益の計上によるものであり、その内容につ

きましては「(2)経営成績の分析」をご参照下さい。

　※２　保有株式の時価下落による評価差額減少によるものであります。
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(4) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、第１四半

期会計期間末と比べて53百万円減少し、2,819百万円（前年同期は2,050百万円）となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期会計期間における営業活動による資金は、受注損失引当金の減少91百万円、売上債権

の増加845百万円などがあるものの、たな卸資産の減少337百万円、未払費用の増加471百万円などが

あり、営業活動によるキャッシュ・フローは34百万円（前年同期は△190百万円）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期会計期間における投資活動による資金は、差入保証金の回収による収入19百万円等

があり、投資活動によるキャッシュ・フローは、13百万円（前年同期は△498百万円）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期会計期間における財務活動による資金は、運転資金の返済による短期借入金の純減

少99百万円等があり、財務活動によるキャッシュ・フローは △101百万円（前年同期は43百万円）

となりました。

　

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(6) 研究開発活動

当第２四半期会計期間の研究開発費の総額は0.5百万円(前年同期比 67.8％減)であります。

なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,278,400 6,278,400
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株
であります。

計 6,278,400 6,278,400― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 ― 6,278,400 ― 970,400 ― 242,600
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(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社野崎事務所 東京都杉並区永福２丁目９―17 766 12.20

ＴＤＣ社員持株会 東京都渋谷区千駄ケ谷５丁目33―６ 532 8.48

藤　井　吉　文 千葉県船橋市 270 4.30

野　崎　聡 東京都杉並区 251 4.00

株式会社インフォメーション・
ディベロプメント

東京都千代田区二番町７―５二番長平和ビル 250 3.98

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社)

東京都千代田区内幸町１―１―５
(東京都中央区晴海１丁目８―12　晴海
アイランドトリトンスクエアオフィスタワー
Ｚ棟)

192 3.05

野　崎　哲 東京都世田谷区 142 2.26

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８―11 122 1.94

松　井　秀　夫 千葉県千葉市美浜区 110 1.76

アジア航測株式会社
東京都新宿区西新宿６丁目14―１新宿グリー
ンタワービル

100 1.59

計 ― 2,737 43.61

(注)  当社は自己株式240,620株(3.83％)を所有しておりますが、上記の株主からは除いております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　240,600

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,005,100 60,047 ―

単元未満株式 普通株式　　 32,700 ― 一単元（100株）未満株式

発行済株式総数 6,278,400 ― ―

総株主の議決権 ― 60,047 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が 400株含まれており、当該

株式に係る議決権 ４個を議決権の数から控除しております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式 20株が含まれております。　

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ティーディーシーソフト
ウェアエンジニアリング
株式会社

東京都渋谷区千駄ヶ谷
5丁目33番６号

240,600 ― 240,600 3.8

計 ― 240,600 ― 240,600 3.8

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月

最高(円) 776 768 750 777 772 760

最低(円) 725 687 686 691 697 706

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役執行役員
営業本部担当
業務推進本部長
同本部　ビジネスパートナー推進部長
兼務

取締役執行役員
営業本部長
ビジネスパートナー推進部長、業務管
理部長、セキュリティ・品質保証部担
当、業務改革プロジェクト推進室担
当、グループビジネス推進室担当兼務

河合　靖雄 平成22年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで)及び前第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２

四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローからみて、当企業集団

の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏

しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。なお、利益基準

は当第２四半期累計期間において一時的に大きくなったものであります。

　①資産基準　　　　　　 1.6％

　②売上高基準　　　　 　0.4％

　③利益基準　　　　　 △8.7％

　④利益剰余金基準　　 △0.1％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,819,838 2,727,308

売掛金 2,921,916 3,647,213

有価証券 300,000 300,000

たな卸資産 ※2, ※3
 747,963

※2, ※3
 334,202

繰延税金資産 496,096 496,096

その他 107,287 121,277

貸倒引当金 △110 △152

流動資産合計 7,392,991 7,625,945

固定資産

有形固定資産 ※1
 73,798

※1
 65,284

無形固定資産 14,082 10,422

投資その他の資産

投資有価証券 539,089 708,972

関係会社株式 37,280 37,280

繰延税金資産 44,781 30,693

差入保証金 562,731 581,872

その他 6,611 7,331

貸倒引当金 △159 △195

投資その他の資産合計 1,190,333 1,365,954

固定資産合計 1,278,214 1,441,662

資産合計 8,671,206 9,067,607

負債の部

流動負債

買掛金 603,938 626,744

短期借入金 701,000 1,001,000

未払金 119,631 125,096

未払費用 1,186,647 1,093,241

未払法人税等 220,520 255,261

役員賞与引当金 18,000 27,300

受注損失引当金 ※3
 4,406

※3
 106,688

その他 107,446 127,744

流動負債合計 2,961,590 3,363,076

固定負債

長期未払金 68,700 68,700

資産除去債務 23,316 －

固定負債合計 92,016 68,700

負債合計 3,053,607 3,431,776
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 970,400 970,400

資本剰余金 831,739 831,739

利益剰余金 4,047,446 4,022,765

自己株式 △204,230 △204,173

株主資本合計 5,645,355 5,620,731

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △27,756 15,099

評価・換算差額等合計 △27,756 15,099

純資産合計 5,617,599 5,635,830

負債純資産合計 8,671,206 9,067,607
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 ※1
 7,501,599

※1
 8,264,541

売上原価 6,374,372 6,927,677

売上総利益 1,127,226 1,336,863

販売費及び一般管理費 ※2
 1,019,765

※2
 898,975

営業利益 107,461 437,887

営業外収益

受取利息 1,771 1,804

受取配当金 9,667 9,988

保険配当金 6,702 －

助成金収入 － 59,115

その他 2,408 5,266

営業外収益合計 20,549 76,174

営業外費用

支払利息 5,841 5,430

有価証券償還損 1,801 －

その他 100 －

営業外費用合計 7,743 5,430

経常利益 120,268 508,632

特別利益

投資有価証券売却益 5 －

貸倒引当金戻入額 － 78

特別利益合計 5 78

特別損失

投資有価証券評価損 6,525 114,355

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,029

特別損失合計 6,525 129,385

税引前四半期純利益 113,747 379,325

法人税等 54,030 203,697

四半期純利益 59,717 175,627
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 ※1
 4,402,393

※1
 4,749,386

売上原価 3,791,408 4,030,141

売上総利益 610,985 719,244

販売費及び一般管理費 ※2
 437,685

※2
 412,493

営業利益 173,300 306,751

営業外収益

受取利息 1,104 992

保険配当金 6,702 －

助成金収入 － 49,872

その他 1,411 3,876

営業外収益合計 9,217 54,742

営業外費用

支払利息 3,005 3,060

有価証券償還損 1,801 －

その他 40 －

営業外費用合計 4,847 3,060

経常利益 177,670 358,432

特別利益

投資有価証券売却益 5 －

貸倒引当金戻入額 － 1

特別利益合計 5 1

特別損失

投資有価証券評価損 6,525 11,225

特別損失合計 6,525 11,225

税引前四半期純利益 171,150 347,208

法人税等 81,247 185,647

四半期純利益 89,902 161,560
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 113,747 379,325

減価償却費 29,727 9,107

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,900 △9,300

受注損失引当金の増減額（△は減少） 27,199 △102,282

受取利息及び受取配当金 △11,438 △11,792

支払利息 5,841 5,430

投資有価証券売却損益（△は益） △5 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 114,355

売上債権の増減額（△は増加） 1,130,731 725,296

たな卸資産の増減額（△は増加） △302,318 △413,760

仕入債務の増減額（△は減少） 40,965 △22,806

未払金の増減額（△は減少） △40,142 △10,782

未払費用の増減額（△は減少） 53,871 93,408

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,005 △23,518

その他 19,015 22,708

小計 1,037,289 755,390

法人税等の支払額 △91,294 △229,933

営業活動によるキャッシュ・フロー 945,994 525,457

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 50,000 －

有価証券の純増減額（△は増加） △494,648 －

有形固定資産の取得による支出 △3,181 △1,880

無形固定資産の取得による支出 △1,570 △5,999

投資有価証券の取得による支出 △5,517 △1,629

投資有価証券の売却による収入 471 －

従業員に対する貸付けによる支出 △3,300 △970

従業員に対する貸付金の回収による収入 4,089 2,649

利息及び配当金の受取額 10,902 11,809

差入保証金の回収による収入 － 19,220

その他 △832 134

投資活動によるキャッシュ・フロー △443,585 23,335

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △500,000 △300,000

自己株式の取得による支出 △13 △57

利息の支払額 △5,386 △5,257

配当金の支払額 △150,947 △150,946

財務活動によるキャッシュ・フロー △656,346 △456,261

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △153,937 92,530

現金及び現金同等物の期首残高 2,204,390 2,727,308

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,050,453

※
 2,819,838
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年９月30日)

（会計処理基準に関する事項の変更）

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期会計期間から、平成20年３月31日公表の「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準委員会　

企業会計基準第18号)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　企業会計基準適

用指針第21号)を適用しております。

これにより、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ468千円減少し、税引前四半期純利益は

15,497千円減少しております。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間において、営業外収益の「保険配当金」を区分掲記しておりましたが、金額的重要性が減

少したため、当第２四半期累計期間では「その他」に含めております。なお、当第２四半期累計期間の営業外収益

の「その他」に含まれる「保険配当金」は2,799千円であります。

　

当第２四半期会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期会計期間において、営業外収益の「保険配当金」を区分掲記しておりましたが、金額的重要性が減

少したため、当第２四半期会計期間では「その他」に含めております。なお、当第２四半期会計期間の営業外収益

の「その他」に含まれる「保険配当金」は2,642千円であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年９月30日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。ただし、当該見積実効税率を用いて法人税等を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　193,909千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　　178,741千円

※２　たな卸資産の内訳 ※２　たな卸資産の内訳

　　　　仕掛品　　　　　　　　　　　　747,877千円 　　　　仕掛品　　　　　　　　　　　　333,145千円

　　　　貯蔵品　　　　　　　　　　　　　　 85千円

※３　損失の発生が見込まれる受注契約に係るたな卸資

産と受注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示し

ております。

　　　損失の発生が見込まれる受注契約に係るたな卸資産

のうち、受注損失引当金に対応する額は仕掛品

4,406千円であります。

　　　　貯蔵品　　　　　　　　　　　　　1,057千円

※３　損失の発生が見込まれる受注契約に係るたな卸資

産と受注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示し

ております。

　　　損失の発生が見込まれる受注契約に係るたな卸資産

のうち、受注損失引当金に対応する額は仕掛品

21,335千円であります。

　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年９月30日)

※１　当社は、官公庁や企業のシステム開発を主たる業務

としており、得意先の期末（多くは３月）に納期が

集中する傾向が顕著であります。このため、売上高

は第４四半期会計期間に偏重する傾向があります。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

※１　

　　　　　　　　同左

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

　　　　役員報酬 110,520千円　　　　役員報酬 100,350千円

　　　　役員賞与引当金繰入額 16,200千円　　　　役員賞与引当金繰入額 18,000千円

　　　　給与及び手当 305,551千円　　　　給与及び手当 269,883千円

　　　　賞　与 116,979千円　　　　賞　与 107,541千円

　　　　退職給付費用 29,683千円　　　　福利厚生費 70,534千円

　　　　福利厚生費 66,452千円　　　　賃借料 90,166千円

　　　　賃借料 90,930千円　　　　支払手数料 49,522千円

　　　　支払手数料 64,062千円　　　　 　

第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日  至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日  至　平成22年９月30日)

※１　当社は、官公庁や企業のシステム開発を主たる業

務としており、得意先の期末（多くは３月）に納期

が集中する傾向が顕著であります。このため、売上

高は第４四半期会計期間に偏重する傾向がありま

す。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

※１　

　　　　　　　　同左

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

　　　　役員報酬 51,300千円　　　　役員報酬 49,050千円

　　　　役員賞与引当金繰入額 8,100千円　　　　役員賞与引当金繰入額 9,250千円

　　　　給与及び手当 114,624千円　　　　給与及び手当 108,028千円

　　　　賞　与 44,801千円　　　　賞　与 48,245千円

　　　　退職給付費用 12,075千円　　　　福利厚生費 30,017千円

　　　　福利厚生費 27,206千円　　　　賃借料 37,646千円

　　　　賃借料 45,107千円　　　　支払手数料 32,025千円

　　　　支払手数料 35,853千円　　　　 　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)
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前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日 　至　平成22年９月30日)

※　現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係(平成21年９月30日現在)

現金及び預金 2,050,453千円

現金及び現金同等物 2,050,453千円
 

※　現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係(平成22年９月30日現在)

現金及び預金

有価証券

2,819,838千円

300,000千円

　　計 3,119,838千円

抵当証券 △ 300,000千円

現金及び現金同等物 2,819,838千円

 

　

(株主資本等関係)

　当第２四半期会計期間末(平成22年９月30日)及び

　当第２四半期累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 6,278,400

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 240,620

　

３　配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 150,946 25平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

　

 (2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

４　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動がありません。

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前

（平成20年３月31日以前）のものについては、通常の賃貸借取引に準じて処理を行っております。な

お、当第２四半期会計期間末におけるリース取引残高は、前事業年度末に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。

(金融商品関係)

　当第２四半期会計期間末(平成22年９月30日)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

(有価証券関係)

　当第２四半期会計期間末(平成22年９月30日)
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有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

該当事項はありません。

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、「システム開発」のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　　(追加情報)

第１四半期会計期間から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。なお、同会計基準第６項及び第11項に基づき、当社

における事業セグメントは、「システム開発」のみの単一セグメントであります。

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 930円41銭
　

　 　

１株当たり純資産額 933円42銭
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,617,599 5,635,830

普通株式に係る純資産額(千円) 5,617,599 5,635,830

普通株式の発行済株式数(株) 6,278,400 6,278,400

普通株式の自己株式数(株) 240,620 240,540

１株当たり純資産額の算定に用いられた普
通株式の数(株)

6,037,780 6,037,860

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ９円89銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 29円９銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 59,717 175,627

普通株式に係る四半期純利益(千円) 59,717 175,627

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,037,866 6,037,821

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式につい
て前事業年度末から重要な変動がある場合の概要

平成17年６月29日株主
総会特別決議による新
株予約権方式のストッ
クオプション(前会計
年度末における新株予
約権の数849個)は、平
成21年６月29日で行使
期間が終了しておりま
す。

―
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第２四半期会計期間

　
前第２四半期会計期間

(自　平成21年７月１日  至　平成21年９月30日)
当第２四半期会計期間

(自　平成22年７月１日  至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14円89銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。

　

１株当たり四半期純利益金額 26円76銭

同左
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 89,902 161,560

普通株式に係る四半期純利益(千円) 89,902 161,560

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,037,860 6,037,790

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式につい
て前事業年度末から重要な変動がある場合の概要

平成17年６月29日株主
総会特別決議による新
株予約権方式のストッ
クオプション(前会計
年度末における新株予
約権の数849個)は、平
成21年６月29日で行使
期間が終了しておりま
す。

―

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

　
平成21年11月９日

ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三　澤　幸 之 助    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　桐　光　康   　 印

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの

第57期事業年度の第２四半期会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期

間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半

期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式

会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期

間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

　
平成22年11月８日

ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    三　澤　幸 之 助    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　桐　光　康 　   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの

第58期事業年度の第２四半期会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期累計期

間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半

期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ティーディーシーソフトウェアエンジニアリング株式

会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期

間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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